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企業グループと産業融合 ー 骨骨骨 骨. 下 谷 政弘
現代フラ γタフノレト学派統計学の課題・…・・ 長屋政勝
トヨタ自工における委託生産の展開… 一塩 地 洋
西ドイツ共同決定制の形成一ー・ 久 本 憲夫















国マサチ Z ーセッツ州す大アマースト分校準教樫 David M. Kotz皆士の講演会が開催
さオしアこ。
コッツ博士は，カリフォルニア州立大パークレー分校で経済学博士を取得 Lた後，


























ワイズマン教授は1961年四 TheGrowth of Ptlblic Expenditure in the United 














〔なお，教授。講演の内容由主要部分は，“LionelRobbins， The Austrian School， 
and the LSE Tradition" in Research 知 theHis旬叩 o[Ec聞 omicThought and 
Mahodology (Ed. by W. J. Samuels)， Vol. 3 (1985)および“ Costsand DecisiollS " 
in Contemporary Economic Anαlysis， Vo1. 2 (Ed. by David A. Currie and Will Pe 














講演は， i西ドイツにおける労働生活の質，合理化と労使関係JThe Quality of 






























にたちいって考察した論文(のちに， L'Atelier et le Chronometre， Bourgois， 1979と
して刊行〉によって， 1976年にパリ第五大学(ナンテール〕で経済学博士号を取得1..-，
1985年に正教授資格を獲得したばかりの新進の研究者であるが，一方では， M. Agliet-




















































cteristiques 'actuelles de la population active japonaise"立命館大学産業社会学部
篠田武司助教授“ TheCorporate Capital嶋田 inJapan "，同〈非常勤〉奥村和久講師
“Le Japon dans le Conflit economique et la Vision fondamentale du Gouverne 
me町福岡県社会保育短大 平野事朗助教授“孟lectronisationet son Influence sur 
l'Organis山 ondu Travailつが提出され，また，ロリア教授の側からも作業仮説とし
て. ME化にともなろ生産組織のフレキシピリティの意味について0問題提起がおとな
われ，約20名の参加者によって長時間にわたって活発な討論がおこなわれた(司会，八
木紀一郎助教授〕。また，ヨリア教授は，日本側研究者と共同して. 10近い工場白訪問
調査をおこなわれたが，それにより教授の日本研究にあたっての仮説を発展させること
ができたと語られており，その暫定的成果をとりまとめられることを約束されている。
今回のコリア教授の招へいは，教授の都合で滞在期間が短縮され，過密スケジュール
になってしまったのが残念であるが，以上田べたように，理論面のみなbず現状分析の
面においても，日仏双方自側に成果をもたらし，将来の研究交流拡大の基礎をすえるも
のであった。最後に，このコリア教授を迎えての研究受流が，招へいの代表になってい
ただいた菱山泉教授の御好意と，コリア教授と親突の深い平田清明本学元教段とその門
下生の方々の尽力によって支えられたことを記して，感謝の意を表させていただきたい。
く野津E徳・八木紀一郎〕
